
明
治
後
期
に
'
お
け
る
石
川
県
下
の
交
通

矢

孝

崎

雄

ケ

Ie!: 

カ5

き

し

明治後期における石川県下の交通

石
川
県
の
自
然
と
交
通

日
本
海
岸
中
央
部
に
位
す
る
石
川
県
は
、
関
西
と
東
北
日
本
を
結
ぶ
廊
下
地
帯
に
あ
た
る
。
こ
の
交
通
の
大

動
脈
に
沿
う
こ
と
は
、
石
川
県
下
の
交
通
発
達
に
多
大
の
寄
与
を
し
て
き
た
要
因
と
い
え
よ
う
。
と
こ
ろ
で
、
石
川
県
は
半
島
の
能
登

と
、
中
央
高
地
北
麓
の
加
賀
と
に
二
分
さ
れ
る
が
、
能
登
は
海
の
廊
下
の
要
衝
で
あ
り
、
加
賀
は
陸
路
の
廊
下
に
当
っ
て
い
た
。
丘
陵
性

の
能
登
は
古
く
は
陸
上
交
通
よ
り
海
上
交
通
が
重
要
で
、
数
多
い
湾
奥
に
小
河
口
港
が
発
達
し
て
い
た
。
加
賀
は
砂
丘
の
発
達
が
著
し

く
、
そ
の
背
後
に
潟
が
形
成
さ
れ
、
低
湿
地
域
が
広
い
。
能
登
に
小
河
口
港
が
多
い
の
と
は
対
照
的
に
加
賀
で
は
港
は
少
な
か
っ
た
が
、

し
か
し
、

い
ず
れ
も
河
口
港
で
あ
る
点
は
共
通
し
て
い
た
。
こ
こ
で
は
川
や
潟
を
結
ぶ
河
川
交
通
が
港
と
後
背
地
を
結
ん
で
お
り
、
陸
上

交
通
の
比
重
を
低
く
し
て
い
た
。

一
方
、
外
域
と
の
交
通
に
は
山
越
え
せ
ね
ば
な
ら
ず
、
閉
鎖
性
を
強
く
さ
せ
て
い
た
。

さ
ら
に
石
川
県
は
冬
季
の
季
節
風
を
ま
と
も
に
う
け
、
海
上
交
通
は
冬
季
杜
絶
に
近
く
、
ま
た
加
賀
の
河
口
港
は
流
砂
で
閉
塞
が
ち
と
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な
り
、
深
雪
地
帯
に
位
す
る
こ
と
か
ら
、
陸
上
交
通
も
ま
た
著
し
い
制
約
を
受
け
て
い
た
①
O

し
た
が
っ
て
廊
下
地
帯
と
は
い
っ
て
も
、
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決
し
て
恵
ま
れ
た
交
通
条
件
下
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
県
下
の
生
産
活
動
や
生
活
は
冬
季
の
交
通
杜
絶
を
前
提
と
し
た
様
式
の
も
と
で
営

ま
れ
て
き
た
。
か
よ
う
な
気
候
条
件
は
、
県
下
の
閉
鎖
性
を
一
層
強
め
る
も
の
で
あ
っ
た
o
交
通
の
発
達
は
こ
れ
ら
の
障
害
へ
の
適
応
か

ら
克
服
へ
と
向
う
も
の
で
あ
る
が
、

し
か
し
江
戸
時
代
か
ら
海
上
交
通
で
は
北
前
船
が
目
覚
し
く
活
躍
し
、
多
数
の
海
商
を
沿
岸
一
帯
に

輩
出
さ
せ
、
そ
の
廊
下
性
を
遺
憾
な
く
発
揮
し
た
の
で
あ
っ
た
。

明
治
以
降
の
交
通
の
発
達

北
前
船
の
活
躍
は
明
治
以
降
も
引
き
継
が
れ
た
が
、
そ
の
構
造
が
脆
弱
で
難
船
の
虞
の
大
き
い
こ
と
か

ら
、
政
府
は
西
洋
形
風
帆
船
の
発
達
を
奨
励
し
@
、

北
前
船
に
も
こ
の
洋
式
船
を
採
択
す
る
も
の
も
現
れ
て
き
た
。
さ
ら
に
明
治
十
八
年

か
止
な
い
わ

に
は
七
尾
・
奥
能
登
聞
に
十
八
噸
の
汽
船
が
就
航
し
、
翌
二
十
年
に
は
上
金
石
(
現
在
金
沢
市
金
石
、
以
下
金
石
と
す
る
)
に
も
汽
船
会

社
が
創
立
さ
れ
、
能
登
・
敦
賀
聞
を
航
行
し
た
。
こ
の
あ
と
汽
船
の
発
達
は
目
覚
し
く
、
航
路
を
新
潟
に
伸
ば
す
も
の
も
あ
っ
た
。
明
治

三
十
年
七
尾
港
は
開
港
場
と
な
り
、
同
三
十
三
年
に
は
日
本
郵
船
の
寄
航
地
と
な
っ
た
@
o

繭
後
汽
船
の
航
行
は
一
一
層
盛
大
化
し
、
、
Lノ

ベ

リ
ヤ
・
朝
鮮
な
ど
を
結
ぶ
に
至
っ
た
が
、
そ
の
寄
港
地
は
県
下
で
は
七
尾
に
限
ら
れ
て
い
た
。

一
方
、
陸
上
交
通
で
は
車
道
へ
の
道
路
改
修
が
緊
要
事
と
さ
れ
た
。
幹
線
の
北
陸
街
道
は
明
治
十
一
年
、
天
皇
巡
幸
に
よ
っ
て
い
ち
ば

ゃ
く
改
修
さ
れ
、
人
力
車
・
荷
車
・
馬
車
が
導
入
さ
れ
、
内
国
通
運
会
社
の
成
立
も
み
た
。
し
か
し
陸
運
が
物
資
の
大
量
長
距
離
輸
送
を

海
運
か
ら
奪
う
ま
で
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

交
通
の
大
変
革
は
北
陸
線
の
開
通
で
あ
っ
た
。
北
陸
線
は
敦
賀
か
ら
敷
設
さ
れ
、
明
治
三
十
年
福
井
・
小
松
問
、
翌
三
十
一
年
高
岡
、
三

十
二
年
富
山
ま
で
延
長
さ
れ
た
。
七
尾
線
の
前
身
七
尾
鉄
道
は
津
幡
か
ら
七
尾
ま
で
が
同
三
十
一
年
開
通
し
た
。
し
か
し
明
治
年
聞
は
こ

れ
以
上
に
伸
張
せ
ず
、
直
江
津
・
富
山
聞
の
開
通
は
ず
っ
と
遅
れ
て
大
正
二
年
で
あ
り
、
七
尾
線
の
奥
能
登
へ
の
伸
張
は
戦
後
の
近
年
ま
で

続
い
た
。
し
た
が
っ
て
明
治
年
間
の
県
下
の
鉄
道
は
、
新
潟
方
面
と
は
遮
断
さ
れ
、
奥
能
登
へ
も
普
及
せ
ず
、
不
完
備
な
交
通
体
系
で
あ



り
、
地
域
的
差
異
が
著
し
か
っ
た
o

大
正
時
代
、
県
下
に
は
電
気
軌
道
が
肋
骨
状
に
発
達
し
、
ま
た
自
動
車
の
導
入
を
み
、
陸
上
交
通
は

著
し
く
発
展
す
る
に
至
っ
た
。
さ
ら
に
戦
後
は
自
動
車
交
通
の
発
展
が
い
よ
い
よ
顕
著
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

交
通
面
よ
り
み
た
県
下
の
明
治
後
期

か
よ
う
な
県
下
に
お
け
る
交
通
の
発
達
過
程
を
時
代
区
分
す
れ
ば
、
船
舶
を
主
役
と
し
た
明
治

三
十
年
ま
で
、
鉄
道
導
入
後
の
明
治
年
間
、
電
気
軌
道
や
自
動
車
の
導
入
さ
れ
た
大
正
以
降
、
自
動
車
交
通
の
発
展
の
戦
後
と
、
大
き
く

四
期
に
な
る
と
い
え
よ
う
。

こ
の
よ
う
な
交
通
発
達
の
推
移
か
ら
し
て
、
こ
こ
で
は
明
治
後
期
を
鉄
道
導
入
以
降
の
明
治
年
間
と
し
た
o

こ
の
時
期
の
特
色
は
鉄
道

の
導
入
に
あ
わ
せ
、

七
尾
港
の
開
港
と
大
型
汽
船
の
寄
港
な
ど
、
海
上
交
通
に
お
い
て
も
変
革
が
あ
っ
た
。
ま
た
荷
車
・
馬
車
の
道
路
交

通
も
進
展
し
た
。
こ
れ
ら
海
陸
交
通
の
変
貌
が
県
下
に
お
い
て
、
地
域
的
に
い
か
に
展
開
さ
れ
、
物
資
流
通
が
い
か
に
変
貌
し
た
か
を
以

明治後期における石川県下の交通

下
に
略
述
し
よ
う
。

明
治
前
期
の
交
通

海
上
交
通

北
前
船
に
つ
い
て
は
近
年
と
み
に
そ
の
研
究
が
進
ん
で
き
て
い
る
@
l
@
o

こ
れ
は
買
積
み
を
特
色
と
し
、
そ
の
廻
船
問
屋

は
県
下
の
港
湾
に
ほ
と
ん
ど
隈
な
く
分
布
し
て
い
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
な
い
。
当
時
の
港
と
し
て
は
加
賀
で
は
南
か
ら
加
賀
市
の
堀
切

み
や
り
ζ
し

(
塩
屋
)
・
橋
立
、
小
松
市
の
安
宅
、
美
川
、
金
沢
市
の
金
石
(
も
と
宮
腰
)
・
大
野
な
ど
が
あ
っ
た
。
能
登
で
は
羽
昨
市
の
一
の
宮
、

と

き

ふ

く

ら

す

ず

必

ぎ

う

し

つ

富
来
町
の
福
浦
、
輪
島
、
珠
洲
市
の
蛸
島
・
飯
田
、
内
浦
町
の
小
木
、
能
都
町
の
宇
出
津
、
穴
水
町
の
中
居
、
七
尾
な
ど
が
代
表
的
港
湾

で
あ
っ
た
。
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北
前
船
は
年
一
回
、
北
海
道
・
大
阪
聞
を
住
復
し
、
冬
は
休
止
し
た
が
、
西
洋
形
風
帆
船
を
利
用
し
て
は
、
年
二
l
三
田
の
航
行
が
で
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き
た
@
o

し
か
し
明
治
以
降
、
北
海
道
の
植
民
地
的
地
位
が
台
湾
や
大
陸
に
と
っ
て
替
え
ら
れ
る
に
つ
れ
て
、
北
前
船
は
槌
色
の
傾
向
を

た
ど
っ
た
@
o

外
地
と
の
交
通
を
支
え
る
も
の
は
汽
船
の
発
展
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
北
前
船
は
鉄
道
の
敷
設
を
ま
つ
ま
で
も
な
く
、
す

で
に
そ
の
盛
時
を
過
ぎ
か
け
て
い
た
の
で
あ
る
。

頻
繁
を
極
め
て
い
た
⑪
O

一
方
、
近
縁
の
海
域
を
結
ぶ
海
上
交
通
は
依
然
と
し
て
活
況
を
呈
し
て
い
た
。
と
く
に
富
山
湾
に
面
す
る
能
登
と
富
山
県
聞
の
交
流
は

と
毒
A
F
t
hツ

ま
た
加
賀
に
お
い
て
も
能
登
か
ら
山
陰
に
わ
た
る
交
流
が
あ
り
、
こ
れ
を
小
廻
船
と
称
し
て
い
た
⑫
O

能
登
に
お
い
て
前
記
諸
港
と
近
在
村
落
と
の
交
通
は
商
品
流
通
上
、
極
め
て
緊
要
で
あ
っ
た
。
こ
の
場
合
、
沿
岸
で
は
陸
上
交
通
よ
り

は
小
舟
に
よ
る
交
通
が
盛
大
で
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
船
便
の
あ
る
穴
水
・
宇
出
津
間
の
沿
岸
道
路
は
改
修
が
か
え
っ
て
抑
制
さ
れ
る
結
果

織
-
図
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と
な
っ
て
い
た
⑬
o
能
登
は
経
済
的
地
位
の
低
さ
か
ら
道
路
の
近
代
化
は
遅
れ
て
い
た
が
、
海
上
突
通
の
利
便
も
そ
の
遅
延
の
一
因
を
荷

っ
て
い
た
。

加
賀
で
は
前
述
の
よ
う
に
、
河
口
港
の
背
後
に
つ
づ
く
低
湿
地
の
河
川
・
潟
を
結
ん
で
、
河
川
交
通
が
重
要
な
役
割
を
果

か

げ

は

し

い

ぶ

り

は

し

し
て
い
た
(
第
1
図
)
。
と
く
に
加
南
の
大
聖
寺
川
は
堀
切
と
大
聖
寺
と
を
結
び
、
梯
川
と
加
賀
三
湖
は
安
宅
と
小
松
・
動
橋
な
ど
を
結
ん

か
友
ひ
ら
ゅ
う
せ
ん
じ

で
い
た
。
な
か
で
も
金
平
・
遊
泉
寺
な
ど
の
鉱
山
か
ら
は
著
大
な
銅
鉱
が
舟
運
で
安
宅
に
集
め
ら
れ
た
し
⑭
、

河
川
交
通

動
橋
の
奥
地
産
出
の
木
炭

は
馬
車
で
動
橋
へ
、
こ
こ
か
ら
川
舟
で
小
松
へ
運
ば
れ
た
し
@
、

安
宅
か
ら
は
肥
料
が
潟
一
帯
に
舟
送
さ
れ
た
⑬
O

手
取
川
扇
状
地
帯
は

舟
運
を
欠
い
た
が
、
金
石
・
大
野
か
ら
は
犀
川
の
支
流
を
経
て
手
取
川
扇
状
地
の
扇
一
端
地
域
や
@
、

河
北
潟
を
経
て
そ
の
周
辺
町
村
や
金

明治後期における石川県下の交通

沢
と
密
に
通
じ
て
い
た
@
o

う
ち
ひ
引
が
ず
み

能
登
か
ら
内
日
角
を
経
て
金
沢
と
の
突
流
に
も
利
用
さ
れ
⑫
、

そ
の
賑
わ
い
は
想
像
以
上
の
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
内
陸

河
北
潟
航
行
の
舟
は
テ
ン
ト
船
と
い
わ
れ
、
金
石
・
大
野
・
津
幡
・
富
山
県
聞
の
運
輸
を
担
当
し
⑬
、

ま
た

水
運
は
外
海
と
は
格
段
の
差
は
あ
っ
た
が
、
時
に
危
険
も
あ
っ
た
。
潮
の
干
満
や
風
向
を
利
用
し
て
、
帆
や
櫨
・
擢
・
悼
を
使
っ
て
航
行

し
た
。
冬
道
路
が
雪
で
杜
絶
し
た
場
合
、
水
運
は
恵
ま
れ
て
は
い
た
が
、
現
実
に
は
前
記
の
生
産
・
生
活
の
様
式
か
ら
、
交
通
の
必
要
も

減
じ
て
い
た
の
で
、
舟
の
運
行
は
少
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
o

こ
の
舟
運
は
河
口
港
を
要
と
し
て
内
陸
へ
水
系
を
た
ど
っ
て
展
開
し
た
も
の
で
、
金
沢
・
小
松
・
大
聖
寺
・
津
幡
な
ど
加
賀
の
主
要
な

市
・
町
は
大
部
分
河
口
港
と
舟
で
接
続
し
て
い
た
。
こ
れ
は
一
面
、
陸
上
で
荷
車
・
馬
車
の
発
達
を
遅
延
さ
せ
る
要
因
に
も
な
り
、
全
国

的
に
み
て
も
、
石
川
県
は
そ
の
発
達
の
最
も
遅
れ
た
地
域
で
あ
っ
た
@
o

河
川
・
潟
・
海
を
結
ぶ
交
通
体
系
は
加
賀
の
平
野
に
お
い
て
、

県
下
第
一
の
産
物
で
あ
る
米
の
輸
送
や
、
そ
の
生
産
財
と
し
て
の
魚
肥
・
石
灰
な
ど
の
搬
入
に
は
好
適
な
交
通
手
段
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら

125 

の
河
口
港
は
必
ず
し
も
良
好
な
自
然
条
件
に
恵
ま
れ
て
は
い
な
か
っ
た
が
、
米
の
移
出
が
そ
の
発
達
を
培
っ
て
き
た
し
、
ま
た
県
下
は
愛
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知
・
静
岡
と
並
ぶ
有
数
の
工
業
地
で
あ
っ
た
こ
と
も
宅

そ
の
発
達
に
関
係
深
く
、
こ
れ
は
後
述
の
移
出
品
目
に
よ
く
示
さ
れ
て
い
る
。

陸
上
交
通
の
発
達

鉄
道
の
開
通

北
陸
線
は
敦
賀
ま
で
が
明
治
十
七
年
に
開
通
し
、
全
国
的
に
み
て
も
そ
の
敷
設
は
早
期
で
あ
っ
た
。
し
か
し
爾
後
の
延

長
は
著
し
く
遅
延
し
、
地
元
の
私
鉄
建
設
運
動
を
再
度
に
わ
た
り
活
発
に
し
た
が
、
と
も
に
不
発
に
終
っ
た
。
明
治
二
十
六
年
官
設
北
陸

線
の
建
設
に
着
工
し
、
前
記
の
よ
う
に
同
三
十
二
年
富
山
ま
で
開
通
し
、
七
尾
鉄
道
も
開
通
し
た
。
こ
れ
は
同
四
十
年
国
鉄
に
買
収
さ
れ

た
が
、
金
沢
と
の
直
通
列
車
は
同
三
十
八
年
よ
り
実
現
し
、
利
便
の
度
を
増
し
た
⑫
O

北
陸
線
は
海
岸
を
離
れ
、
内
陸
部
の
市
・
町
を
連
接
し
、
美
川
が
鉄
道
駅
を
持
っ
た
ほ
か
は
、
ど
の
港
町
も
鉄
道
の
恩
恵
を
欠
い
た
。

あ
ま
つ
さ
え
、
こ
の
こ
と
は
従
来
の
海
上
中
心
の
交
通
体
系
を
破
り
、
鉄
道
中
心
の
新
交
通
体
系
を
編
成
す
る
こ
と
に
な
り
、
港
町
存
続

の
基
盤
を
一
一
層
ゆ
る
が
す
結
果
と
な
っ
た
。

北
陸
線
を
幹
と
し
、
こ
れ
に
連
接
す
る
馬
車
鉄
道
を
み
よ
う
。

一
つ
は
金
沢
・
金
石
を
結
ぶ
金
石
馬
車
鉄
道
で
、
金
石
よ
り
敦
賀
へ
向

船
客
の
利
便
を
目
的
に
建
設
さ
れ
た
。
そ
の
開
通
は
明
治
三
十
一
年
四
月
一
日
(
こ
の
日
北
陸
線
は
金
沢
ま
で
開
通
)
で
あ
り
、
船
客
は

予
想
に
反
し
て
鉄
道
に
吸
収
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
ま
た
同
三
十
二
年
に
は
大
聖
寺
・
山
中
を
結
ぶ
八
人
乗
り
の
山
中
馬
車
鉄
道
が
開
通
、
鉄

道
と
相
ま
っ
て
温
泉
客
に
利
便
を
与
え
た
@
o

同
三
十
七
年
に
は
金
沢
・
松
任
聞
に
金
松
馬
車
鉄
道
が
北
陸
線
と
平
行
し
て
通
じ
た

@
o

同
四
十
四
年
に
は
粟
津
軌
道
(
馬
車
鉄
道
)

-
山
代
馬
車
鉄
道
、
が
温
泉
地
と
北
陸
線
と
の
聞
を
結
び
匂

小
松
よ
り
遊
泉
寺
鉱
山
ま
で
は

鉱
山
自
営
の
軽
便
蒸
気
鉄
道
が
日
に
二
|
三
回
鉱
石
運
搬
に
あ
た
っ
た
@
o

貨
客
輸
送
に
お
い
て
、
迅
速
・
安
全
・
安
価
な
鉄
道
は
海
運
の
貨
客
を
奪
っ
た
。
し
か
し
明
治
後
期
、
福
井
・
金
沢
聞
の
旅
客
列
車
回
数



は
一
日
六
回
で
あ
り
@
、

長
距
離
列
車
は
さ
ら
に
回
数
は
少
な
か
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
こ
れ
で
も
梅
運
よ
り
は
数
等
優
っ
て
い
た
の
で
あ

る
。
ま
た
近
距
離
交
通
の
場
合
は
、
回
数
の
少
な
い
不
便
さ
の
た
め
、
金
松
馬
車
鉄
道
は
北
陸
線
に
併
走
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

充
分
に
旅
客
に
利
便
を
与
え
、
存
立
し
え
て
い
た
@
o

道
路
交
通
の
発
達

鉄
道
と
こ
れ
に
接
続
す
る
鉄
道
馬
車
の
発
達
は
陸
上
交
通
の
基
幹
を
な
す
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
鉄
道
の
敷
設

前
に
車
の
発
達
が
あ
っ
た
。
そ
の
発
達
の
推
移
を
み
る
に
@
、

人
力
車
や
大
八
・
大
七
寧
お
よ
び
中
・
小
草
な
ど
の
荷
車
が
早
く
よ
り
発

達
を
み
た
。
明
治
前
期
に
は
と
く
に
人
力
車
と
中
小
車
が
顕
著
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
こ
れ
ら
の
車
輔
は
鉄
道
開
通
の
明
治
三
十
年
前

後
を
境
と
し
て
、
漸
減
傾
向
を
た
ど
り
、

か
わ
っ
て
馬
車
・
荷
馬
車
・
大
七
・
大
八
車
が
急
増
し
て
き
た
。
こ
れ
は
輸
送
力
の
大
き
い
草

輔
の
利
用
が
発
達
し
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
、
道
路
交
通
が
い
よ
い
よ
重
要
性
を
加
え
て
き
た
こ
と
の
反
映
と
い
え
よ
う
。
馬
車
鉄
道
は

明治後期における石川県下の交通

そ
の
一
層
の
発
展
形
態
と
い
え
る
。

こ
れ
ら
の
車
輔
は
鉄
道
沿
線
に
お
い
て
は
駅
を
中
心
に
活
動
し
た
o
鉄
道
開
通
前
に
は
、
道
路
交
通
の
主
座
に
あ
り
、
内
陸
の
市
町
や

港
町
を
結
ん
で
活
躍
し
て
い
た
が
、
鉄
道
開
通
に
よ
り
、
貨
客
の
集
散
が
駅
を
中
心
と
す
る
に
至
っ
た
こ
と
か
ら
、
駅
中
心
の
新
た
な
運

行
網
が
構
成
さ
れ
た
。
明
治
末
年
に
お
い
て
、
各
駅
で
積
卸
し
さ
れ
る
貨
物
の
生
産
地
も
し
く
は
消
費
地
と
の
運
搬
は
、
荷
車
・
荷
馬
車

が
担
当
す
る
の
が
一
般
で
あ
っ
た
。
と
く
に
北
陸
線
沿
線
で
は
荷
馬
車
の
活
躍
が
顕
著
で
あ
り
、

七
尾
線
沿
線
で
は
荷
車
が
重
視
さ
れ
、

ま
た
人
背
の
利
用
も
み
ら
れ
@
、

遅
れ
た
状
態
で
あ
っ
た
。
し
か
も
、
こ
の
傾
向
は
津
幡
以
遠
ほ
ど
目
立
っ
て
お
り
、
北
陸
線
に
比
べ
、

七
尾
線
の
小
運
送
の
発
達
は
劣
っ
て
い
た
よ
う
に
Z

看
取
さ
れ
る
o
こ
れ
に
関
連
し
て
小
松
・
松
任
・
金
沢
な
ど
に
は
運
送
・
倉
庫
業
の
会

社
が
明
治
三
十
年
こ
ろ
多
数
創
立
さ
れ
た
@
o
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海
上
一
・
河
川
交
通
の
退
行

鉄
道
と
こ
れ
に
随
伴
す
る
陸
上
交
通
の
発
達
と
に
よ
っ
て
、
海
上
交
通
の
退
行
は
一
層
拍
車
を
か
け
ら
れ
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る
こ
と
と
な
っ
た
。

石
川
県
下
に
お
け
る
船
舶
の
推
移
を
み
よ
う
o

日
本
形
商
船
(
和
船
)

は
明
治
二
十
年
代
は
漸
増
し
た
が
、
明
治
三
十
一
年
の
六
四
八

隻
を
頂
点
と
し
て
漸
減
傾
向
を
た
ど
り
、
こ
れ
は
大
正
年
聞
に
も
続
い
て
い
っ
た
。
こ
れ
に
替
っ
た
西
洋
形
風
帆
船
(
五

O
噸
以
上
)
は

隻
数
で
明
治
二
十
七
年
の
一
四
を
頂
点
に
漸
減
し
た
が
、
噸
数
で
は
漸
増
傾
向
を
示
し
、
明
治
三
十
九
年
の
一
七
九
四
噸
を
ピ
l
ク
に
減

少
し
て
い
っ
た
。
こ
の
船
は
明
治
三
十
年
代
以
降
大
型
化
の
傾
向
を
示
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
が
、

し
か
し
、
そ
の
退
潮
は
日
本
形
商
船

よ
り
遅
れ
た
と
は
い
う
も
の
の
同
様
傾
向
に
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
に
と
っ
て
替
っ
た
の
が
西
洋
形
汽
船
で
漸
増
を
示
し
、
明
治
三
十
八
年
か

ら
一

O
隻
台
に
、
同
四
十
四
年
に
は
二
四
隻
に
達
し
た
が
、
大
正
に
は
い
っ
て
は
や
や
減
少
化
を
た
ど
っ
た
o

噸
数
も
同
様
傾
向
を
示

し
、
明
治
四
十
四
年
に
は
三
万
噸
の
ピ
l
ク
に
達
し
た
o

海
上
船
舶
は
こ
の
時
期
に
お
い
て
、
大
型
化
の
傾
向
を
示
し
、

日
本
形
商
船
か

ら
西
洋
形
風
帆
船
へ
、
さ
ら
に
西
洋
形
汽
船
へ
と
主
役
が
移
行
し
て
い
っ
た
と
い
え
よ
う
。

一
方
、
三

l
六
聞
の
長
さ
の
小
船
や
伝
馬
船
、
川
舟
な
ど
は
明
治
三
十
二

t
三
十
六
年
の
こ
ろ
を
ピ

l
ク
と
し
て
減
少
し
た
。
そ
の
船

数
の
推
移
は
陸
上
交
通
の
発
展
と
対
聴
的
な
傾
向
を
明
瞭
に
示
し
て
い
た
の
で
あ
る
o

船
舶
の
大
型
化
は
必
然
的
に
河
口
立
地
の
小
港
へ
の
寄
港
を
一
層
困
難
に
し
た
@
o

北
前
船
で
も
多
く
の
港
で
は
沖
取
り
が
必
要
で
、

安
宅
で
は
「
ベ
カ
」
と
呼
ば
れ
る
運
搬
船
で
港
と
結
ん
だ
⑬
が
、
大
型
船
で
は
一
層
そ
の
必
要
が
あ
り
、
交
通
上
の
障
害
を
大
司
ぎ
く
し
た
。

こ
の
点
で
七
尾
は
傑
出
し
た
良
港
で
、
開
港
場
と
し
て
港
湾
の
改
修
整
備
に
力
が
入
れ
ら
れ
、
明
治
コ
一
十
三
年
、
県
下
移
出
額
の
四
割
、

移
入
額
の
六
割
を
占
め
て
い
た
@
o

そ
の
他
の
港
湾
で
は
大
型
汽
船
の
接
岸
が
で
き
る
よ
う
改
修
工
事
に
力
が
入
れ
ら
れ
た
も
の
は
、
さ

し
て
多
く
は
な
か
っ
た
。

一
般
に
加
賀
の
諸
港
で
は
河
口
の
閉
塞
も
あ
り
、
改
修
に
値
す
る
ほ
ど
の
重
要
性
は
す
で
に
失
わ
れ
か
け
て
い

た。
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大
型
船
の
出
入
に
は
港
湾
設
備
の
必
要
に
加
え
て
、
そ
の
船
腹
を
満
た
す
貨
物
の
需
給
地
が
必
要
で
、
こ
の
た
め
に
は
広
い
後
背
地
が

存
在
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
し
、
そ
れ
に
見
合
う
商
業
機
能
も
ま
た
欠
か
せ
な
い
。
し
か
し
県
下
の
港
町
に
は
こ
れ
ら
の
条
件
に
か
な
う

も
の
は
少
な
か
っ
た
。
小
河
口
港
は
こ
の
結
果
、
交
通
上
補
完
的
役
割
を
な
す
か
、
も
し
く
は
小
漁
港
に
転
化
す
る
か
し
て
、
漸
次
そ
の

性
格
を
か
え
る
も
の
が
多
く
な
っ
た
。

物
資
流
通
の
変
貌

港
の
物
資
流
通
量
の
変
貌

以
上
の
よ
う
な
港
の
変
貌
は
流
通
面
に
ど
う
現
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
県
下
の
主
要
港
に
お
け
る
物
資

移
出
入
の
推
移
を
み
よ
う
。
第
2
図
は
移
出
入
額
の
推
移
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
県
下
の
総
額
は
明
治
二
十
年
代
漸
増
し
て
き
た
が
、

同
三
十
三
年
を
頂
点
に
漸
減
傾
向
に
転
じ
た
。
そ
の
内
訳
で
は
移
出
額
が
漸
減
し
た
。
鉄
道
は
こ
れ
と
逆
の
傾
向
を
示
し
、
北
陸
線
の
積

出
、
到
着
噸
数
は
明
治
三
十
年
計
約
八
万
噸
、
同
三
十
五
年
約
二
一
万
噸
、
同
三
十
九
年
約
一
六
万
噸
と
増
大
し
た
。
そ
の
内
訳
で
は
到

着
量
が
積
出
量
を
上
回
っ
て
い
た
が
、
駅
別
に
み
る
と
大
聖
寺
・
金
沢
以
外
で
は
、
逆
に
積
出
量
が
多
く
、
そ
の
主
体
は
米
で
あ
っ
た
@
c

港
の
積
出
品
は
鉄
道
に
肩
替
り
し
た
と
推
察
さ
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
積
出
入
額
を
港
別
に
み
る
と
、
そ
の
差
異
の
著
し
い
の
に
驚
か
さ
れ
る
。
鉄
道
開
通
を
契
機
に
減
少
に
転
じ
た
も
の
は
、

加
賀
の
港
と
七
尾
港
と
で
あ
り
、
能
登
の
港
は
逆
に
増
大
傾
向
を
示
し
て
い
た
。
加
賀
最
南
端
の
堀
切
港
で
は
、
明
治
二
十
九
年
を
ピ
l

ク
に
急
減
し
、
港
の
機
能
消
失
に
近
く
な
っ
た
。
金
石
港
は
同
三
十
年
、
大
野
港
は
同
三
十
三
年
を
ピ

l
ク
に
と
も
に
減
少
し
、
あ
と
停

滞
し
た
。
安
宅
は
同
様
三
十
三
年
よ
り
減
少
し
、
美
川
と
と
も
に
爾
後
は
変
化
少
な
く
、
大
正
に
至
っ
た
。
大
聖
寺
・
金
沢
な
ど
の
、
鉄

道
駅
や
市
街
地
に
遠
い
堀
切
・
金
石
・
大
野
で
は
、
と
も
に
港
勢
の
退
行
が
目
立
っ
て
い
た
c
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石川県下主要港の流通園
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穴
水
・
輪
島
・
宇
出
津
・
小
木
な
ど
、
能
登
の
港
は
逆
に
増
大
傾
向
を
た
ど
っ
た
。
し
か
も
、
そ
の
内
容
に
お
い
て
は
、
移
入
額
の
増

大
と
な
ら
ん
で
移
出
額
も
ま
た
増
加
し
て
お
り
、
こ
の
点
で
も
加
賀
の
港
と
は
著
し
く
相
異
し
て
い
た
。
能
登
で
は
生
産
活
動
も
活
発
化

し
、
移
出
入
額
は
一
応
バ
ラ
ン
ス
を
と
っ
て
増
大
し
、
そ
れ
が
流
通
を
一
手
に
担
当
し
て
い
た
港
の
流
通
に
反
映
さ
れ
た
も
の
と
み
ら
れ

る
。
鉄
道
の
な
か
っ
た
能
登
で
は
、
港
は
な
お
も
流
通
の
拠
点
と
し
て
の
命
脈
を
十
二
分
に
果
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

県
下
の
流
通
額
の
約
半
分
を
占
め
た
七
尾
は
、
前
記
の
よ
う
に
開
港
場
と
な
り
、

ま
た
七
尾
線
も
通
じ
、

日
本
郵
船
の
寄
港
も
実
現

し
、
港
勢
の
伸
張
が
期
待
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
結
果
は
逆
で
こ
の
時
期
を
契
機
に
流
通
額
は
減
少
に
転
じ
た
。
鉄
道
開
通
を
み
た
七
尾

や
加
賀
の
諸
港
と
、
こ
れ
を
欠
い
た
奥
能
登
の
諸
港
と
で
は
、
港
勢
は
全
く
逆
の
傾
向
を
示
し
て
い
た
。

流
通
圏

鉄
道
開
通
前
、
県
下
諸
港
の
流
通
圏
は
明
確
な
資
料
を
欠
く
が
、
広
域
で
は
北
前
船
の
活
動
範
囲
で
あ
っ
た
北
海
道
・
大
阪

聞
に
わ
た
り
、
狭
域
で
は
富
山
県
か
ら
福
井
県
に
至
る
近
縁
地
域
に
濃
厚
で
あ
っ
た
。
北
前
船
に
対
し
、
こ
の
地
域
を
航
行
し
た
の
は
小

廻
船
で
あ
っ
た
。

一
般
に
能
登
内
浦
の
諸
港
は
富
山
県
対
岸
と
の
関
係
が
濃
く
@
、

加
賀
の
諸
港
は
能
登
・
福
井
県
下
の
港
と
交
流
が
濃

密
で
あ
っ
た
。
鉄
道
開
通
後
に
お
け
る
県
下
港
湾
の
流
通
圏
を
以
下
に
略
述
す
る
。

第
1
表
は
明
治
末
期
の
流
通
圏
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
資
料
は
粗
雑
で
あ
り
、
大
綱
を
窺
い
う
る
に
過
ぎ
な
い
。
ま
ず
移
出
を
み
る

に
、
仕
向
地
は
北
海
道
・
福
井
県
聞
の
日
本
海
岸
を
主
体
と
し
、
北
海
道
の
ほ
か
は
前
記
近
県
が
卓
越
し
て
い
た
o

七
尾
港
は
さ
す
が
に

広
い
圏
を
も
っ
て
い
た
。

一
方
、
優
越
し
て
い
た
移
入
の
場
合
、
仕
出
地
は
同
様
日
本
海
岸
地
域
を
主
体
と
し
た
が
、
七
尾
は
西
南
日
本
に
広
く
、
輪
島
・
宇
出
津

は
大
阪
よ
り
主
と
し
て
織
物
な
ど
の
工
業
製
品
を
移
入
し
て
い
た
。
こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
点
は
、
加
賀
の
港
の
流
通
圏
、
が
山
陰
ま
で
の
日

本
海
岸
に
限
ら
れ
、
能
登
の
港
が
北
海
道
や
東
北
日
本
と
の
流
通
を
欠
い
た
点
で
、
遠
方
と
の
流
通
が
衰
え
、
近
縁
に
集
中
し
た
点
が
認



め
ら
れ
る
。
加
賀
の
港
が
関
西
と
の
交
流
を
失
っ
た
の
は
鉄
道
開
通
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
能
登
の
港
が
北
海
道
方
面
と
の
関
係
を
な
く

し
た
の
は
、
船
舶
の
大
型
化
、
汽
船
の
発
展
に
よ
る
も
の
と
み
ら
れ
る
。
か
よ
う
に
し
て
県
下
港
湾
の
流
通
圏
は
一
般
に
縮
小
し
、
商
人

や
廻
漕
業
者
の
小
廻
船
の
活
動
を
主
体
と
す
る
近
距
離
地
域
に
限
ら
れ
て
き
た
と
い
え
よ
う
。

流
通
品
目

港
が
物
資
流
通
の
中
核
を
な
し
て
い
た
時
代
、
そ
の
流
通
品
目
は
広
汎
多
彩
で
あ
っ
た
。
そ
の
総
括
的
な
資
料
は
入
手
L

て
い
な
い
が
、
明
治
二
十
五
年
の
主
要
品
目
③
(
一
万
円
以
上
の
も
の
)
を
み
る
に
、
堀
切
で
は
移
出
で
漆
器
・
製
茶
・
銅
板
・
生
糸
・

絹
・
織
物
、
移
入
で
織
物
・
砂
糖
・
石
炭
・
購
・
藍
で
あ
っ
た
。
安
宅
で
は
移
出
が
米
・
製
茶
・
陶
器
・
莫
産
・
銅
、
移
入
が
胴
餅
・
鱗

搾
粕
・
身
欠
緋
・
石
灰
・
砂
糖
・
塩
な
ど
で
あ
っ
た
。
美
川
は
米
を
出
し
、
胴
緋
・
四
十
物
・
身
欠
鮮
・
石
灰
・
絞
油
を
入
れ
た
。
金
石

も
米
を
移
出
、
移
入
は
材
木
・
肥
物
・
石
灰
・
砂
糖
・
綿
・
石
炭
油
・
食
塩
・
小
麦
・
大
豆
で
あ
っ
た
。
七
尾
で
は
米
・
清
酒
・
珪
・
海
参

明治後期における石川県下の交通

が
移
出
品
、
緋
・
反
物
・
砂
糖
・
小
豆
・
大
豆
・
藍
・
小
麦
・
陶
器
・
木
材
が
移
入
品
で
あ
っ
た
。
輪
島
は
漆
器
を
出
し
、
米
を
入
れ
、

宇
出
津
は
塩
舗
を
出
し
、
米
・
織
物
・
塩
鰯
を
入
れ
た
o

穴
水
は
炭
・
板
を
出
し
、
小
木
は
米
を
入
れ
た
o

以
上
か
ら
各
港
の
性
格
や
勢

力
圏
、
生
産
・
消
費
事
情
な
ど
も
推
察
で
き
る
し
、
ま
た
加
賀
と
能
登
の
相
異
も
明
ら
か
で
あ
る
。

約
二
十
年
後
の
明
治
四
十
四
年
の
状
況
(
同
様
一
万
円
以
上
の
も
の
)
を
み
よ
う
。
奥
能
登
の
港
で
は
品
目
は
増
加
し
た
が
、
移
出
品

え
ご
く
さ

の
構
成
は
変
り
な
く
、
木
炭
・
木
材
・
漆
器
・
塩
・
魚
類
・
穆
草
な
ど
を
主
体
と
し
、
移
入
品
は
米
の
ほ
か
酒
・
織
物
類
な
ど
の
消
費
財

が
主
で
あ
っ
た
。
品
目
の
多
彩
化
は
流
通
量
の
増
大
と
相
ま
っ
て
、
港
の
役
割
の
重
要
性
を
示
す
も
の
と
い
え
よ
う
。
七
尾
で
は
さ
ら
に
品

目
は
多
彩
と
な
っ
た
が
、
移
出
口
聞
は
変
り
な
く
、
さ
ら
に
石
油
・
肥
料
・
石
灰
・
繊
維
品
が
加
わ
り
、
移
入
で
は
鮮
魚
・
藁
物
・
木
材
・

胴
鯨
・
繊
維
ロ
聞
の
ほ
か
、
塩
干
魚
・
石
炭
・
石
油
・
人
造
肥
料
・
コ
ー
ク
ス
な
ど
が
加
わ
っ
た
。
た
だ
し
、
大
小
豆
・
小
麦
・
藍
・
陶
器
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な
ど
は
比
重
を
減
じ
、
も
し
く
は
消
誠
し
た
。
こ
の
傾
向
は
加
賀
の
港
で
も
同
様
で
あ
っ
た
。
移
出
の
大
宗
で
あ
っ
た
米
は
美
川
を
除
い
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第

米
の
移
出 i明治2吋明治畔

大型寺駅 963 

安 宅 港 i1I，5981145  
松 駅 3，002

美 }II 

美 JII 3，243 

松 任 駅 i ! 6，829 

金 石

金 j尺 駅 2，223

七 尾 港 I5刊2.400
七 尾 駅 1，617

(石川県統計書より計出)

て
消
え
、
安
宅
の
石
材
・
畳
表
、
美
川
の
酒
の
ほ
か
は
移
出
品
は

見
ら
れ
な
く
な
っ
た
。
移
入
で
は
石
炭
・
コ
ー
ク
ス
・
炭
・
木
材

-
石
灰
・
魚
肥
な
ど
が
主
と
な
り
、
繊
維
品
・
食
料
品
は
比
重
を

低
下
す
る
か
、
消
滅
し
た
。

か
よ
う
に
し
て
加
賀
で
は
重
量
口
聞
や
嵩
高
口
聞
が
海
運
に
よ
る
だ

け
と
な
り
、
そ
の
他
は
鉄
道
輸
送
に
転
ず
る
よ
う
に
な
っ
た
。
な

お
肥
料
・
石
炭
・
コ
ー
ク
ス
な
ど
海
運
に
よ
っ
た
も
の
で
も
、
鉄

米
は
県
下
の
主
産
物
の
一
で
あ
っ
た
が
、
能
登
で
は
不
足
し
、
専
ら
越
中
米
を
移
入
し
て
い
た
。
加
賀
米
は
主
と
し
て
北

道
で
移
入
さ
れ
る
量
が
相
当
で
、
時
に
は
多
い
場
合
も
あ
っ
た
@
。

港
へ
の
集
積
の
減
退
し
た
こ
と
は
、
第
2
表
で
明
ら
か
で
あ
る
。

に
関
西
よ
り
東
京
方
面
へ
の
積
出
が
著
増
し
た
⑧

O

北
海
道
と
の
流
通

海
道
・
関
西
へ
海
運
に
よ
り
移
出
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
場
合
、
水
運
を
利
用
し
て
港
に
集
積
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
鉄
道
開
通
に
よ
っ
て

各
駅
は
近
辺
の
産
米
を
集
積
し
、
そ
の
出
荷
先
は
羽
昨
以
北
で
は
七
尾
港
を
経
て
北
海
道
へ
船
積
み
さ
れ
た
。
羽
昨
以
北
産
米
の
一
部

と
以
南
の
産
米
は
鉄
道
で
金
沢
に
集
荷
、
地
元
消
費
に
当
て
ら
れ
た
ほ
か
は
、
大
部
分
が
遠
隔
地
へ
鉄
道
輸
送
さ
れ
た
。
と
く
に
松
任
以

西
の
加
賀
米
は
関
西
・
東
海
・
関
東
・
甲
信
方
面
に
ま
で
米
原
経
由
で
輸
送
さ
れ
、
鉄
道
開
通
に
よ
っ
て
そ
の
販
路
を
拡
大
L
宅

さ
ら

か
つ
て
、
目
覚
ま
し
か
っ
た
北
海
道
と
の
海
運
に
よ
る
交
流
は
、
鉄
道
開
通
に
よ
っ
て
一
層
退
行
し
た
が
、
県
下

と
北
海
道
と
の
需
給
関
係
が
著
し
く
減
退
し
た
の
で
は
な
か
っ
た
。
な
お
も
米
・
藁
物
の
移
出
、
魚
肥
・
木
材
の
移
入
な
ど
で
命
脈
を
保



っ
て
い
た
。
米
の
単
作
地
帯
で
あ
る
県
下
で
は
、
と
く
に
魚
肥
の
消
費
は
著
し
く
、
北
海
道
か
ら
の
移
入
が
必
要
で
あ
り
、
梱
包
材
料
の

定
の
移
出
も
重
要
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
品
目
は
北
海
道
・
伏
木
港
聞
を
船
積
み
、
伏
木
・
加
賀
聞
を
鉄
道
便
で
輸
送
す
る
こ

と
が
多
く
な
っ
た
o

伏
木
・
高
岡
聞
の
中
越
鉄
道
が
明
治
三
十
三
年
末
開
通
す
る
に
お
よ
ん
で
、
伏
木
経
由
の
流
通
経
路
が
至
便
と
な
っ

た
o

美
川
の
場
合
、
魚
肥
の
鉄
道
移
入
は
港
経
由
よ
り
は
多
く
は
な
か
っ
た
@
が
、

そ
の
他
で
は
北
海
道
と
の
交
流
は
こ
の
ル
l
ト
が

般
に
利
用
さ
れ
た
。

こ
れ
は
伏
木
で
は
汽
船
の
出
入
が
著
し
く
、

ま
た
海
運
業
者
や
商
人
も
多
数
輩
出
し
て
お
り
⑩
、

運
賃
の
安
か
っ
た
こ
と
な
ど
に
よ
る

も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
加
賀
の
港
を
退
行
さ
せ
た
ほ
か
、
金
沢
か
ら
み
て
約
二

O
粁
伏
木
港
よ
り
遠
距
離
に
あ
た
る
七
屠
港
の
発
展
を

抑
制
さ
せ
る
こ
と
に
も
な
っ
た
。

明治後期における石川県下の交通

廻
船
業
者
の
動
向

北
前
船
の
繁
栄
時
代
、
県
下
諸
港
に
は
著
し
い
廻
船
問
屋
の
成
立
を
み
、
そ
の
な
か
か
ら
豪
商
・
政
商
も
幾
多
輩

出
し
た
o

こ
れ
ら
の
問
屋
が
明
治
以
降
の
交
通
近
代
化
の
過
程
で
、

い
か
に
行
動
し
た
か
は
興
味
深
い
点
で
あ
る
o

彼
等
の
中
に
は
大
阪

に
出
て
海
運
業
・
商
人
と
し
て
躍
進
し
た
も
の
@
l
@
、
あ
る
い
は
金
沢
そ
の
他
大
都
市
に
出
て
転
業
し
た
も
の
@
、
地
元
に
止
っ
て
金
融

業
や
投
資
家
に
転
じ
た
も
の
@
、

あ
る
い
は
地
元
で
凋
落
し
た
も
の
@
な
ど
多
彩
な
行
路
を
と
っ
た
。
た
だ
共
通
し
て
い
る
点
は
地
元
の

港
を
離
れ
る
か
、
留
ま
っ
て
も
微
力
化
し
た
こ
と
で
あ
る
o

い
ず
れ
に
し
て
も
交
通
変
革
の
過
程
で
、
港
町
振
興
へ
の
寄
与
に
は
欠
け
て

い
た
。
こ
れ
は
北
前
船
が
本
来
、
地
元
の
港
町
を
パ
ッ
ク
に
し
た
商
業
活
動
で
は
な
か
っ
た
こ
と
も
関
係
す
る
と
み
ら
れ
る
が
、
さ
ら
に

こ
の
交
通
革
新
が
あ
ま
り
に
巨
大
で
、
と
て
も
彼
等
の
経
済
力
で
は
こ
れ
に
対
処
し
う
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
た
め
と
も
考
え
ら
れ
る
o
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元
来
、
石
川
県
下
の
交
通
は
、
北
前
船
を
主
軸
と
す
る
海
上
交
通
と
、
河
川
交
通
と
に
よ
っ
て
骨
格
を
形
成
し
て
い
た
が
、
明
治
以
降

北
前
船
は
退
行
傾
向
に
あ
っ
た
。
鉄
道
の
導
入
を
み
た
明
治
後
期
に
お
い
て
、
海
上
交
通
の
退
行
傾
向
は
一
層
拍
車
を
か
け
ら
れ
、
加
賀

に
発
達
し
て
い
た
河
川
交
通
も
衰
退
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
こ
れ
ま
で
交
通
の
結
節
点
と
し
て
要
衝
を
な
し
て
き
た
河
口
港
は
、
そ
の
機

能
を
鉄
道
駅
に
漸
次
奪
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
港
を
中
核
と
し
た
交
通
体
系
は
、
駅
を
焦
点
と
し
、
荷
車
・
荷
馬
車
の
利

用
と
結
び
つ
い
た
交
通
体
系
に
漸
次
変
っ
た
o

従
来
す
べ
て
海
運
に
よ
っ
て
い
た
物
資
の
輸
送
を
、
鉄
道
は
漸
次
肩
替
り
し
、
海
運
に
は

重
量
物
・
嵩
高
物
の
輸
送
が
残
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
時
期
は
鉄
道
を
主
、
海
運
を
従
と
す
る
交
通
体
系
が
確
立
さ
れ

た
わ
け
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
結
果
は
流
通
圏
に
も
著
し
い
変
貌
を
招
来
し
た
。

し
か
し
北
陸
縦
貫
の
鉄
道
は
ま
だ
完
成
さ
れ
ず
、
こ
の
結
果
伏
木
経
由
の
鉄
道
輸
送
が
重
視
さ
れ
、
七
尾
や
加
賀
の
諸
港
に
一
層
の
打

撃
を
与
え
た
。
陸
上
交
通
の
発
達
が
著
し
く
遅
れ
た
能
登
に
お
い
て
は
、
海
上
突
通
は
な
お
交
通
の
主
役
を
果
し
、
港
勢
の
伸
張
が
み
ら

れ
た
c

し
た
が
っ
て
、
こ
の
時
期
は
県
下
に
お
い
て
、
加
賀
と
能
登
に
格
差
を
招
来
す
る
に
至
っ
た
時
期
と
も
い
え
る
o

全
国
的
に
み
て
、
一
一
美
日
本
と
い
う
地
域
格
差
の
形
成
は
、
明
治
二
、
三
十
年
代
@
、

あ
る
い
は
明
治
後
半
か
ら
大
正
末
ま
で
の
間
@
と

い
わ
れ
る
が
、
こ
の
時
期
は
そ
の
地
域
内
に
お
い
て
も
ま
た
格
差
を
苧
む
に
至
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

こ
の
小
論
に
お
い
て
は
、
充
分
に
音
却
を
尽
せ
な
か
っ
た
点
や
、
資
料
の
不
足
し
た
面
が
あ
り
、
不
本
意
の
点
が
多
い
が
、
す
で
に
与
え

ら
れ
た
紙
数
を
超
え
て
い
る
の
で
、
別
の
機
会
に
さ
ら
に
そ
の
欠
を
補
う
積
り
で
あ
る
o

大
方
の
御
叱
正
を
お
願
い
し
て
摘
筆
す
る
。

参

考

文

献

① 

山
崎
直
方
・
佐
藤
伝
蔵

大
日
本
地
誌

巻
五

明
治
三
九
年

四
一
五
|
四
一
六
頁
c
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鉄
道
院
本
邦
鉄
道
の
社
会
及
経
済
に
及
ぼ
せ
る
影
響
下
巻
大
正
五
年

石

川

県

石

川

県

史

第

四

編

昭

和

六

年

一

C
三
入

l
一
人
四
八
頁
。

牧
野
隆
信
増
補
改
訂
北
前
船
昭
和
四

O
年。

北
陸
綜
合
学
術
調
査
団
北
陸
と
海
運
昭
和
三
一
八
年
。

堀
田
成
雄
北
前
船
と
西
村
屋
忠
兵
衛
昭
和
一
二
八
年
。

西
村
通
男
海
商
三
代
の
記
録
金
沢
女
子
短
期
大
学
学
葉
第
四
集
昭
和
三
十
七
年
。

同

海

商

三

代

昭

和

三

十

九

年

。

前
掲
④
三
六
1

一
二
七
頁
。

同

一

四

O
l
一
四
一
頁
。

矢
ケ
崎
孝
雄
奥
能
登
宇
出
津
港
に
お
け
る
商
品
流
通
の
研
究
金
沢
大
学
教
育
学
部
紀
要

加
賀
市
塩
屋
町
白
方
こ
ん
氏
談
。

石
川
県
会
明
治
廿
六
年
通
常
県
会
議
事
録
一

O
六
頁
。

佐
伯
隆
小
松
市
に
お
け
る
交
通
の
歴
史
地
理
学
的
考
察

l
l鉄
道
開
通
前
後
の
場
合

i
l昭
和
一
二
八
年
(
未
発
表
)
。

中
部
鉄
道
管
理
局
営
業
課
駅
勢
調
査
各
論
(
貨
物
之
部
)
明
治
四
四
年
一
一
一
二
貝
。

小
松
市
串
町
木
村
ぞ
ゑ
氏
談
。

押
野
村
史
編
集
委
員
会
石
川
県
押
野
村
史
昭
和
一
二
九
年
二
七
五
頁
。

金
崎
肇
河
北
潟
の
湖
上
交
通
自
然
と
社
会
二
二
号
昭
和
四

O
年
二
八
|
二
九
頁
。

津
幡
町
小
史
編
集
委
員
会
津
幡
町
小
史
昭
和
三
七
年
一
五
七

l
一
五
八
頁
。

中
山
又
次
郎
内
灘
郷
土
史
昭
和
三
八
年
一
七
八
頁
。

里
山
崎
千
晴
明
治
後
期
に
お
け
る
地
域
内
交
通
の
変
容
日
本
歴
史
地
理
学
研
究
会
会
員
通
信

前
掲
①
五
|
六
頁
。

前
掲
①
一

O
O五
l
一
O
三
O
頁。

若
林
喜
三
郎
山
中
町
史
昭
和
三
四
年

石
川
県
石
川
県
統
計
書
明
治
三
七
年

一
士
三
九
頁
。

第
七
号

昭
和
三
四
年

第
二
九
号

昭
和
四

O
年

四
六
七
l
四
六
八
百
九

0

四
九
八
頁
。

七
六

l
九
二
頁

二
頁
。
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北
陸
鉄
道
株
式
会
社
ほ
く
て
つ

日
本
鉱
業
誌
四
四
五
頁
。

前
掲
②
上
巻
一
九
七
頁
。

石
川
県
師
範
学
校
同
窓
会
石
川
県
地
理
詳
説

前
掲
⑧
明
治
年
間
統
計
書
。

同

⑮

一

一

O
八
l
一
二
ハ
五
、
ご
一
四
二
|
一
二
八
C
頁。

前
掲
⑧
明
治
三
一
年
二
三
四
頁
。

同
⑧
九
五
、
一
二
二
、
一
一
七
頁
。

同
⑧
明
治
三
三
年
二
五
二
具
。

同

⑧

明

治

三

O
、
三
五
、
一
二
九
年
。

矢
ケ
崎
孝
雄
奥
能
登
宇
出
津
港
に
お
け
る
流
通
圏
の
変
貌
金
沢
大
学
教
育
学
部
紀
要

前
掲
⑧
明
治
二
五
年
九
四
1

九
五
頁
。

同

②

中

巻

四

八

八

頁

。

同
@
一
一
一
二
六

l
一
一
三
七
頁
。

富
山
県
史
編
纂
委
員
会
富
山
県
の
歴
史
と
文
化
三

O
六
|
三

O
八
頁
。

前
掲
④
五
頁
。

同
一
五
九
|
一
六
四
頁
。

矢
ケ
崎
孝
雄
能
登
の
漁
業
集
落
地
理
八
の
五
二
一
四
頁
。

野
間
三
郎
北
陸
の
地
理
的
構
造
と
海
運
前
掲
①
二
八
頁
。

千
葉
徳
爾
い
わ
ゆ
る
「
一
一
美
日
本
」
の
形
成
に
つ
い
て

l
歴
史
地
理
的
試
論
l

⑬ ⑩ ⑧⑫@@@@@⑧③⑧⑧⑨@⑧⑧⑧@@  

(
創
立
十
周
年
記
念
号
)

明
治
三
九
年

昭
和
二
八
年

九
八
頁

3

五
八
頁
。

第
一

O
号

歴
史
地
理
学
紀
要
6

昭
和
三
七
年

昭
和
三
九
年

三
三
!
四
七
一
久
。

-
六
九
頁
。




